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力を出し切り全力疾走 地域に元気を取り戻す
　ひろしまクロスカントリー大会・8/18 　東城夜市2018・7/21

道後山高原クロカンパークで、第 19 回ひろしまク
ロスカントリー大会が開催され、全国各地から 1,836
人の選手が参加しました。

この大会はファミリーの部から８km の部まで５種
目に分かれており、小さな子どもからトップアスリー
トまで幅広い層のランナーが参加し、健脚を競いまし
た。当日は、天候に恵まれ澄み切った青空のもと、参
加者たちはアップダウンの激しい芝生のコースを全力
で駆け抜けました。

その他、豪華景品が当たるお楽しみ抽選会や広島県
実業団招待選手のサイン会も行われ、参加者はお互い
に交流を深めていました。

歩行者天国となった街道東城路を会場に、「東城夜市
2018」が行われました。
「自分たちが子どもだった頃に体験した夜市の楽し

さ、あの頃の東城のにぎわいを現代の子どもたちにも
体験させてやりたい！」「先般の豪雨で被害が大きかっ
た東城を元気にしたい」そんな実行委員の思いが詰
まったイベントでした。

当日は、子どもたちが遊べるゲームコーナー、大道芸
やコンサートのステージイベント、バザーなどがまち
なかで行われ、東城市街地がにぎわう一日となりまし
た。

ペンギンとのふれあい講座を開催
　比和自然科学博物館公開講座・8/18

比和自然科学博物館で、宮島水族館との交流イベン
トとして、公開講座「宮島水族館からペンギンがやっ
てくる！」が開催されました。昨年の干潟の生き物に続
き、ことしはフンボルトペンギン２羽とふれあえる内
容で、午前の部と午後の部を合わせて市内外から147
人が参加しました。

参加者は初めに、宮島水族館スタッフから、ペンギン
の種類やどういった場所に生息しているかなど、ペン
ギンについてのいろいろな話を、クイズを交えながら
説明を受けました。クイズに正解するとオリジナルの
缶バッジをもらえるということもあり、楽しみながら
積極的に解答していました。

ペンギンたちとのふれあいの時間では、スタッフか
ら「やさしくゆっくり背中をなでて」と説明を受け、緊
張しながらも「可愛い、やわらかい」とうれしそうに話
しながらペンギンとふれあっていました。

比和自然科学博物館は、９月２日、宮島水族館を会場
に、交流イベント第２弾「化石のお話～むかし山は海
だった！～」も開催しました。

▲ランナーは全力で駆け抜けた ▲子どもたちはスーパーボールすくいを楽しんだ

▲ペンギンとのふれあい▲的を目がけてストーンを滑らせた（カーリング）
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▲参加者はクイズを交えてペンギンについての説明を受けた

地域で支えよう 世代間交流しながらボランティア
　認知症学習会・8/3 　花植えボランティア・8/3

総領町亀谷自治会で、認知症学習会が行われ、14
人が参加しました。この学習会は、認知症についての
理解と、地域での見守りや支えあいを目的として行わ
れました。

総領診療所長高
た か は り

張康
こ う す け

介医師が、認知症についての講
義を行い「認知症は、誰もがなりうる疾患であり、関
わる人の心構えとして、さりげなく自然に関わること
が一番の支援」と話しました。また、具体的な事例を
紹介した紙芝居も行われ、認知症の方のために家族と
してできること・地域でできることを考える良い機会
となりました。

参加者は「本人や家族だけで抱え込まずに、地域で
助け合うことが大切だと感じた」など話していました。

高野町老人クラブの花植えボランティア活動に、高
野中学校３年生14 人が参加しました。この活動は花壇
整備の作業を一緒にすることで世代間交流を深め、地
域に対する感謝の気持ちや郷土愛を育むことを目的と
しています。

６月に行ったマリーゴールドやサルビアなどの苗植
えに続き、２回目となる今回は草取りや花壇整備を行
いました。この日はうだるような暑さでしたが、会話を
楽しみながら老人クラブの方に教わり、高野町内３カ
所の花壇を整備しました。

参加した種
た ね も と

元優
ゆ う

さんは「老人クラブの方と交流でき
て楽しかった。これからも地域のボランティアに参加
して、高野町を良くしていきたい」と話していました。

町内の小学生がスポーツで交流
　小学生ふれあいスポーツ教室・8/8

口和自治振興センターで、青少年育成庄原市民会議
口和支部主催の小学生ふれあいスポーツ教室が開催さ
れ、町内の小学生33 人が参加しました。

当日は、フライングディスク、スポーツ吹き矢のほ
か、カーリングを行いました。カーリングは、プラス
チック製のストーンなどを用いて、氷の上ではなく研
修室の床の上で行われました。的にストーンが近づく
たびに子どもたちの大きな歓声が上がり、大変盛り上
がっていました。

参加した子どもたちは真剣勝負をしながら交流を深
め、楽しいひとときを過ごしていました。

▲紙芝居を用いて認知症についての理解を深めた ▲老人クラブの方と一緒に花壇を整備する生徒

▲投げ方のこつを習う子どもたち（フライングディスク）▲順番を並んで待つ子どもたち（スポーツ吹き矢）
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